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「箕面・世界子どもの本アカデミー賞」は、子どもの読書意欲を高め、読書活動
をさらに推進することをめざして平成２２年（2010 年）の国民読書年に創設し
ました｡世界中には「大人が選ぶ」子どもの本の賞はたくさんありますが、それ
らの賞とは違い「子どもが本当に支持している本を子ども自身が選ぶ」全国でも
たいへん珍しい賞です。

開催１０回目の令和元年度は、特別企画として過去９回の受賞作から「ベスト・
オブ・ベスト」の大賞作品を選びました。

箕面市では、市立小中学校への専任学校図書館司書の
配置を平成４年（1992 年）から始め、平成１０年
（1998 年）には全小中学校への配置を完了しました。
「箕面・世界子どもの本アカデミー賞」は、全市立
小・中学校に専任の学校図書館司書を配置し、市内に
７館ある充実した市立図書館のネットワークで学校図
書館をバックアップしている箕面市だからこそ、実施
できる取組です。平成２４年度（2012 年度）からは、
私立小中学校も参加するなど、読書活動が広がってい
ます。



3

学校図書館では、「図書館だより」紙上などで、その年、どんな学習をしたか、
どんな本がよく読まれたかというふりかえりをすることがあります。その学校
では、ふりかえりとしてどの本がよく読まれたかを、映画のアカデミー賞にな
ぞらえて発表していました。

はじまりは、一校の学校図書館の取り組みから

当時、学校で行った「としょかんアカデミー賞」
  ―「としょかんだより」紙面上にて
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ある年、「講談社青い鳥文庫」の『若
おかみは小学生』が人気で、その主人
公を「主演女優賞」として図書館だよ
りで発表しました。

ひょんなことから、それが「青い鳥文
庫」の編集長の知るところとなりまし
た。そうしたらなんと、編集長の方か
ら「その賞を作家と一緒に学校にもら
いに行くことはできますか？」という
申し出をいただいたのです。

学校の許可を得て、急遽「授賞式」と
いう形で、作家の令丈ヒロ子さんの
オーサービジットが実現しました。

「図書館だより」から「授賞式」へ
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プレゼンターは児童です。その後「記者会見」として会場に集まった児童たち
のあふれんばかりの質問に、令丈さんは丁寧に応えてくださいました。その質
問がよく読んでいないとできない質問だったので、令丈さんも編集長も感激さ
れていました。

次の年もまた「青い鳥文庫」の作品が主演女優賞となり、それを編集長にお伝
えすると、今度は石崎洋司さんが来てくださいました。この時もまた、児童の
「この作品の舞台と、別のあの作品の舞台は同じなのですか？」などと、たく
さんの作品を真に楽しんでくれていることがうかがえる質問に、大変喜んでお
られました。
このような取り組みが、現在の「箕面・世界子どもの本アカデミー賞」のもと
になっています。
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●４月～７月 学校等でノミネート作品の紹介
 ・今回のノミネート作品は、過去９回の受賞作品です。
 ・学校図書館と市立図書館でノミネート作品を発表し、展示や読み聞かせなどにより紹介
    します。
 ・夏休み期間は、各市立図書館に「アカデミーコーナー」を設けます。

●７月 市立小・中学校と市内の私立小・中学校の子どもたちによる投票

●８月 各部門において大賞を決定
 ・「絵本賞」「作品賞」「主演男優賞」「主演女優賞」「ヤングアダルト賞」の５部門。
　 「主演男優賞」「主演女優賞」は、作品の主人公を選ぶ賞です。

●１１月 授賞式
 ・箕面市立メイプルホールの大ホールで、子どもたち自身の運営による授賞式を開催し、
　 受賞作家によるスピーチ等を行います。受賞者には、中学生手作りのオスカー像や、
    市内の小・中学生が作者や主人公にあてた手紙が手渡されます。

●１１月～　オーサービジット
 ・その後は、憧れの受賞作家等をお招きし、市内小・中学校へ訪問してもらいます。
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ノミネート本紹介の展示の準備 本に関連した”さわる”展示 全校集会でノミネート本を紹介

アカデミークイズに挑戦 大型本を使った読み聞かせ オスカー像の制作
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約１万3,000 人の小中学校の子どもたちが投票した結果を
もとに、「箕面・世界子どもの本アカデミー賞第１０回記
念ベスト・オブ・ベスト」にノミネートされた本の中から、
「絵本大賞」「作品大賞」「ヤングアダルト大賞」「主演
男優大賞」「主演女優大賞」の受賞５作品を決定しました。
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令和元年11月2日に、子どもたちの運営による「箕面・世界子どもの本アカデミー賞第１０回記念ベス
ト・オブ・ベスト」授賞式を行いました。授賞式では、司会進行から受賞作家へのオスカー像贈呈まで、
ほとんどすべての運営を市内の小・中学生が担当します。
　令和元年度のオスカー像は、箕面市立彩都の丘中学校創作部の部員が思いを込めて制作し、当日受賞
者に手渡されました。

「としょかんねずみ」の訳者・渡辺鉄太さんのスピーチの様子

最後は、平成22年の第1回目のときから毎年欠かさず
箕面市でオーサービジットを行ってくださっている
ことへの感謝と、箕面市立のすべての小・中学校で
のオーサービジットを達成されていることを記念し
て、プレゼンターの児童から杉山さんへ花束を贈呈
しました。

作家・杉山亮さんによる
「第10回記念オーサービジット」の様子

主演女優大賞「怪盗レッド(1)」の画家・しゅーさんの授賞の様子
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受賞作品の本が当たる抽選会の応募箱 サイン会に並ぶ子どもたちの様子

令丈ヒロ子さんのサイン会の様子

授賞式のあとは、受賞作品が当たる抽選会をそ
のまま舞台で行います。

そして、最後には、参加された作家さんによる
サイン会（先着５０名。当日販売本へのサイ
ン）があります。大好きな作家さんに目の前で
自分の名前入りでサインをしてもらったり、握
手をしてもらったり、嬉しそうに本を胸に抱え
て帰る子どもたちの姿が印象的です。

受賞作品が当たる抽選会と
 授賞式に参加された作家さんたちのサイン会
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宗田理さんの
スピーチの様子

令丈ヒロ子さんの
受賞の様子



13

渡辺鉄太さんが西南小学校へ
訪問されたときの様子

富安陽子さんが第二中学校へ
訪問されたときの様子


